
2017年度 春 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL06017A07）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

ネパール A203 交通安全 個別 新規 2年 ・2017/3 ・2017/4 ・
2018/1

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

内務省

2）配属機関名（日本語）

ネパール警察カスキ郡交通警察局

3）任地（ カスキ郡ポカラ ） JICA事務所の所在地（ カトマンズ ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ ﾊﾞｽ で 約 8.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

配属先はカスキ郡を所轄する警察。任地はネパール第2の人口30万(2011年)の地方都市。村落からの人口流入に伴い、
急速な都市化による水質汚染、水不足、廃棄物問題等の様々な問題を抱えており、増加する交通事故もそのひとつであ
る。2016年より配属先は、学校にて交通安全の啓発活動を開始した。外国からの支援は特にない。

【要請概要】
1）要請理由・背景

ドライバーの身勝手な運転に加え、歩行者側も好き勝手に道路横断をする等、両者ともに交通ルールの順法精神は乏し
い。住民の中には、車道も信号機もない山村部から移住してきている者も多く、車両の危険性を認識していない。ドラ
イバー、歩行者の両者に対し、車と交通に対する正しい知識、情報を提供し、住民全体の交通安全意識レベルを高める
必要性があり、ボランティアの要請が挙がった。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

配属先の協力の下で以下の活動を行う。
1.当国の交通規則、及び交通事情を把握する。
2.配属先が実施している交通啓発プログラムの質の向上のための助言を行う。
3.公共交通関連団体や学校等にて、新しい手法(紙芝居、劇、歌等)も導入し、交通安全教育を推進する。
4.住民の交通安全意識レベルを高めるためのアイディア等を提案し、その実施を支援する。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

特になし

4）配属先同僚及び活動対象者

チーフ 男性、40代
警察官 約2500名
交通警察官 67名、25-50才、うち女性4名、25才以下10名、25-40代6名

5）活動使用言語

ネパール語

6）生活使用言語

ネパール語

7）選考指定言語

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


【資格条件等】
[免許]：（　　　　）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（　　　　）　備考：

[参考情報]：

　・交通指導等関連する活動経験

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（温暖冬季少雨気候）　気温：（3～35℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（不安定）

[水道]：（不安定）

【特記事項】
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